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日
本
に
息
づ
く
ア
フ
リ
カ

は
じ
め
に

今
日
、
東
京
の
埼
京
線
や
武
蔵
野
線
、
中
央
線
の
み
な
ら
ず
、
山

の
手
線
に
乗
っ
て
い
て
も
、
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
な
い
、

か
と
い
っ
て
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
も
な
い
「
ア
フ
リ
カ
系
」
の
人
た
ち

の
英
語
の
発
声
を
車
内
で
よ
く
耳
に
す
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
、
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
。
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
と
ガ
ー
ナ
か
ら
が
、
日
本
に
滞
在
す
る
ア
フ
リ
カ
人
の
第
一
位

人
口
と
第
二
位
人
口
を
占
め
て
い
る
。
最
近
は
、
こ
の
二
ヵ
国
ば
か

り
で
は
な
く
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
日
本
に

そ
の
一
般
的
な
ア
フ
リ
カ
民
衆
が
日
本
に
来
住
し
た
り
短
期
・
長

期
に
滞
在
し
た
り
す
る
そ
の
生
活
実
態
は
、
今
日
ま
で
研
究
上
ま
っ

た
く
手
つ
か
ず
で
、そ
の
生
活
動
態
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
「
来
住
ア
フ
リ
カ
人
の
相
互
扶

助
と
日
本
人
と
の
共
生
に
関
す
る
都
市
人
類
学
的
研
究
」、
そ
し
て

二
〇
〇
七
年
か
ら
「
滞
日
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
戦
略
と
日
本
社
会
に

お
け
る
多
民
族
共
生
に
関
す
る
都
市
人
類
学
的
研
究
」
と
い
う
共
同

研
究
を
組
織
す
る
に
い
た
っ
た＊

２

。
富
裕
層
で
は
な
い
「
ア
フ
リ
カ
一

般
庶
民
の
出
稼
ぎ
」
は
、
何
を
記
述
し
描
い
て
も
資
料
的
な
新
規
性

を
持
つ
。
そ
こ
で
、
ケ
ニ
ア
人
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
、
ウ
ガ
ン
ダ
人
と

い
っ
た
か
つ
て
日
本
で
目
立
っ
た
東
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
で
も
な

く
、最
近
の
滞
日
人
口
第
一
位
と
第
二
位
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
、ガ
ー

ナ
人
で
も
な
い
、
日
本
社
会
に
は
目
新
し
い
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
日
本

社
会
に
お
け
る
生
活
動
態
を
本
稿
で
記
述
・
考
察
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
滞
日
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
や
ガ
ー
ナ
人
の
よ
う
な

人
数
上
の
量
的
多
数
性
を
持
た
ず
、
来
日
の
歴
史
も
新
し
い
滞
日
カ

メ
ル
ー
ン
人
で
さ
え
こ
こ
ま
で
日
本
社
会
特
有
の
諸
条
件
に
よ
る
生

業
の
特
色
を
認
知
し
稼
い
で
い
る
の
か
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
社
会
へ
の
ア
フ
リ
カ
人
全
体
の
高
い
浸
透
度
を
描
出
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。

第
二
の
目
的
は
、
来
日
す
る
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
生
活
上
の
営
み
の

旺
盛
さ
を
、
そ
の
人
的
属
性
か
ら
分
析
し
た
場
合
、
カ
メ
ル
ー
ン
の

大
き
な
社
会
政
治
構
造
と
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
の
か
、
そ
の
個
々

人
の
行
動
類
型
と
大
構
造
と
の
関
連
性
を
分
析
・
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。
個
人
レ
ベ
ル
と
国
家
・
国
際
レ
ベ
ル
を
結
ん
で
カ
メ
ル
ー
ン

人
の
ア
フ
リ
カ
―
日
本
を
つ
な
ぐ
国
際
移
動
を
考
察
す
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
最
近
と
み
に
こ
の
業
種
に

就
労
し
て
い
る
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
業
の
実
態
を
掘
り
下
げ
て
み
よ

う
。Ⅰ　

中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
売
買
の
実
態

　
　
　

―
―
日
本
で
の
買
い
つ
け
か
ら
輸
送
、

　
　
　
　
　

カ
メ
ル
ー
ン
で
の
販
売
ま
で

ま
ず
、
日
本
に
お
い
て
、
カ
メ
ル
ー
ン
人
で
自
動
車
や
パ
ー
ツ
の

商
売
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
日
本
の
会
社
や
個
人
か
ら
、
招
待

状
（invitation letter

）
を
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。こ
の
レ
タ
ー

は
、
カ
メ
ル
ー
ン
に
あ
る
在
カ
メ
ル
ー
ン
日
本
大
使
館
の
領
事
部
に

保
障
し
て
提
出
す
る
身
元
保
証
書
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
身
元
保

証
書
を
発
行
す
る
の
は
、
多
く
は
、
中
古
自
動
車
や
中
古
パ
ー
ツ
を

輸
出
す
る
日
本
に
お
け
る
そ
の
販
売
元
の
解
体
業
者
や
ヤ
ー
ド
業
者

や
輸
出
業
者
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
人
で
日
本
に
来
て

中
古
自
動
車
や
パ
ー
ツ
を
購
入
し
て
カ
メ
ル
ー
ン
へ
輸
入
し
よ
う
と

す
る
者
の
氏
名
や
国
籍
、
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、
住
所
、
生
年
月
日
な

中
古
自
動
車
業
を
生
き
る
滞
日
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
動
態

―
―
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
生
活
戦
略
と
母
国
の
政
治
社
会
状
況

和
崎
春
日

短
期
・
長
期
の
滞
在
に
や
っ
て
来
て
い
る
。
筆
者
が
東
京
の
繁
華

街
、
六
本
木
や
歌
舞
伎
町
で
会
っ
た
ア
フ
リ
カ
人
の
国
籍
は
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
、
リ
ベ
リ
ア
、
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
、
多
く
の
国
々
を
数
え
る
。
し
か

も
、
彼
ら
彼
女
ら
は
、
外
交
官
や
企
業
エ
リ
ー
ト
な
ど
で
は
な
く
、

母
国
に
お
け
る
家
族
の
社
会
階
層
も
特
権
階
級
で
は
な
い
。
世
代
も

エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
し
た
壮
年
老
年
層
で
は
な
く
、
若
年
層
を
中
心

に
、
三
〇
歳
代
前
後
の
未
婚
、
既
婚
の
人
た
ち
が
ま
ず
ほ
と
ん
ど
単

身
で
日
本
に
仕
事
に
や
っ
て
き
て
い
る
。
富
裕
層
や
特
権
階
級
で
は

な
い
一
般
的
な
ア
フ
リ
カ
民
衆
が
、
多
く
日
本
に
や
っ
て
く
る
時
代

に
な
っ
た
の
で
あ
る＊

１

。



262263 中古自動車業を生きる滞日アフリカ人の生活動態 

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
事
な
点
は
、
日
本
に
入
国
し
た

際
に
、
日
本
側
保
証
人
が
「
そ
の
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
入
国
目
的
以
外

の
活
動
を
し
な
い
よ
う
監
督
す
る
こ
と
」「
当
人
が
日
本
国
の
法
令

を
遵
守
す
る
よ
う
監
督
す
る
こ
と
」「
当
人
が
生
活
費
お
よ
び
帰
国

費
を
支
払
え
な
い
場
合
、
負
担
す
る
こ
と
」「
い
か
な
る
場
合
も
当

人
の
身
元
引
受
人
に
な
る
こ
と
」
を
保
障
す
る
文
章
が
し
た
た
め
ら

れ
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

こ
う
し
て
日
本
に
来
て
パ
ー
ツ
な
ど
を
購
入
し
搬
出
す
る
と

き
、
さ
ら
に
必
要
書
類
と
し
て
は
、
① Shipping D

ocum
ents 

② Invoice 

③ Bill of Loading 

の
三
つ
が
あ
る
。
こ
の Bill of 

Loading 

が
最
も
重
要
な
書
類
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
国
政
府
が

認
め
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
中
古
の
電
池
の
輸
出
な
ど
は
、
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
日
本
政
府
に
よ
る
輸
出
入
の
許
可
証
に
あ

た
る
。
海
運
会
社
が
、
そ
の
荷
の
中
身
の
内
容
と
重
量
を
明
記
す
る

書
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
類
を
、
日
本
側
の
海
運
会
社
や
解
体
会

社
、
貿
易
会
社
な
ど
が
用
意
す
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
と
日
本
と
の
中
古

自
動
車
を
め
ぐ
る
輸
出
入
の
開
始
は
、
西
カ
メ
ル
ー
ン
英
語
圏
に
住

む
サ
ミ
ュ
エ
ル
Ａ
氏
（
以
下
敬
称
略
）
の
カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
日

本
人
と
の
交
流
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
Ａ
の
場
合

は
、
神
戸
の
米
田
産
業
や
名
古
屋
の
安
西
興
業
な
ど
が
用
意
す
る
。

た
と
え
ば
ト
ヨ
タ
の
エ
ン
ジ
ン
が
六
〇
、三
菱
の
エ
ン
ジ
ン
が

二
、
必
要
な
と
き
も
、
日
本
に
行
っ
て
み
な
い
と
そ
の
流
通
状
況
が

わ
か
ら
な
い
。
な
け
れ
ば
適
宜
、
ト
ヨ
タ
の
エ
ン
ジ
ン
七
個
、
三
菱

エ
ン
ジ
ン
三
個
な
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
で

六
〇
万
円
く
ら
い
だ
が
、
市
場
の
相
場
は
同
じ
で
は
な
い
。
中
古
に

な
っ
て
二
〜
五
年
後
く
ら
い
の
と
き
は
品
が
あ
る
が
、
一
〇
年
た
つ

と
売
切
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
国
内
で
の
需
要

や
、
日
本
の
中
古
車
市
場
で
の
ト
ヨ
タ
人
気
に
よ
っ
て
、
一
般
に
、

日
産
の
一
〇
年
経
過
エ
ン
ジ
ン
だ
と
一
万
五
千
円
だ
が
、
ト
ヨ
タ
の

一
〇
年
経
過 D

yna

14
Ｂ
型
エ
ン
ジ
ン
だ
と
二
〇
万
円
も
す
る
。
こ

の
タ
イ
プ
は
、
汎
用
度
が
広
く
大
き
い
。
番
号
の
意
味
は
、
13
Ｂ
だ

と
さ
ら
に
古
く
、
15
Ｂ
だ
と
相
対
的
に
新
し
く
近
年
の
も
の
で
あ

る
。
世
界
か
ら
の
需
要
に
よ
り
、
こ
れ
だ
け
の
値
段
の
差
が
で
る
。

こ
れ
に
カ
メ
ル
ー
ン
に
入
国
す
る
と
き
の
課
税
も
高
い
。
た
と
え
ば

一
四
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
二
万
五
千
円
〜
三
万
円
）
の
エ
ン
ジ
ン
だ
と
カ
メ

ル
ー
ン
入
国
時
に
三
〇
％
の
税
率
な
の
で
、
四
万
二
千
Ｃ
Ｆ
Ａ
も
税

金
が
か
か
る
。
こ
の
高
い
税
率
は
、
い
ま
カ
メ
ル
ー
ン
の
自
動
車
業

界
や
タ
ク
シ
ー
、
運
輸
業
界
で
お
お
い
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
、
数
に
関
し
て
は
、
実
際
の
エ
ン
ジ
ン
数
よ
り
も

低
い
め
に
申
告
し
、
実
際
の
台
数
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
く
ら

い
に
書
い
て
税
金
負
担
を
軽
減
す
る
。
も
ち
ろ
ん
虚
偽
申
告
が
明
ら

か
に
な
る
と
罰
せ
ら
れ
る
が
、
ま
ず
コ
ン
テ
ナ
ー
の
中
身
全
体
を
詳

細
に
わ
た
っ
て
逐
一
検
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る

と
い
う
。
税
関
通
過
の
際
の
個
人
的
「
手
数
料
」
が
必
要
な
と
き
も

あ
る
、
と
い
う
。

こ
の
搬
出
用
の
コ
ン
テ

ナ
ー
に
は
、
二
種
類
あ
る
。

ひ
と
つ
は
二
〇
フ
ィ
ー
ト
・

コ
ン
テ
ナ
ー
で
二
〇
ト
ン
積

め
る
（
写
真
１
参
照
）。
も

う
ひ
と
つ
は
四
〇
フ
ィ
ー

ト
・
コ
ン
テ
ナ
ー
で
三
〇
ト

ン
積
め
る
。
車
は
利
益
が
大

き
い
が
、ス
ペ
ー
ス
を
と
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
で
車
を

安
く
買
い
、
カ
メ
ル
ー
ン
で

高
く
売
る
、
と
い
う
の
は
当

然
の
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
は
安
価
に
売
ら
れ
る
事
故

車
の
よ
う
な
商
品
に
も
手
を
出
す
。
カ
メ
ル
ー
ン
で
人
気
の
あ
る
高

級
車
ト
ヨ
タ H

iLux 

は
、
新
車
な
ら
五
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
値
が
す

る
。
四
年
前
に
作
ら
れ
た H

iLux 

を
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
Ａ
は
そ
の
事

故
経
歴
の
た
め
一
五
万
円
で
購
入
し
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
に
輸
送
し
、

カ
メ
ル
ー
ン
に
あ
る
ト
ヨ
タ
系
会
社 Cam

iT
O

Y
O

T
A

 

で
パ
ー
ツ

を
六
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
で
購
入
し
、
こ
れ
で
修
繕
し
て
お
よ
そ
二
〇
〇
万
円

で
売
っ
た
。H

iLux 

は
人
気
が
あ
る
高
級
車
で
、
カ
メ
ル
ー
ン
で

は T
oyota 4 Runner 

と
い
う
商
品
名
で
売
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
い
く
ら
安
価
が
い
い
と
い
っ
て
も
、
盗
難
車
に
手
を
だ
す

と
、
盗
難
自
体
に
関
わ
っ
て
い
な
く
と
も
、
売
買
し
た
だ
け
で
罰
せ

ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
犯
罪
に
関
わ
る
車
は
き
わ
め
て
安
価

で
極
端
な
場
合
は
タ
ダ
な
の
だ
が
、そ
の
分
「
身
の
危
険
」
も
増
す
。

二
〇
〇
七
年
、
盗
難
車
を
運
転
し
て
い
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
二
人
が
パ

ト
カ
ー
に
追
跡
さ
れ
、
東
京
か
ら
千
葉
の
高
速
道
路
に
逃
げ
込
み
、

高
架
か
ら
飛
び
降
り
て
一
人
が
死
亡
一
人
が
重
症
を
負
う
と
い
う
事

件
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
件
に
対
す
る
一
般
カ
メ
ル
ー
ン
人
中
古

自
動
車
業
者
た
ち
の
反
応
は
、
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

亡
く
な
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
遺
体
の
搬
送
帰
国
に
む
け
る
在
日
カ

メ
ル
ー
ン
人
協
会
と
、
こ
れ
を
構
成
す
る
各
カ
メ
ル
ー
ン
人
た
ち
の

相
互
協
力
は
、
搬
送
代
金
二
〇
〇
万
円
を
寄
金
と
し
て
集
め
る
な
ど

手
厚
い
も
の
だ
っ
た＊

３

。
し
た
が
っ
て
、
怪
し
い
車
売
買
に
は
、
注
意

を
要
す
る
、
と
一
般
カ
メ
ル
ー
ン
人
業
者
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

図１　身元保証書

写真１　日本のヤードでコンテナーに積み込んでいる
ところ
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こ
う
し
て
コ
ン
テ
ナ
ー
に
は
車
三
台
程
度
入
れ
、
さ
ら
に
利
益
率

の
高
い
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
つ
め
、
利
益
が
最
も
高
く
出
る

よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
汎
用
度
の
広
い
エ

ン
ジ
ン
を
多
く
積
ん
だ
ほ
う
が
得
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
広
範
囲
利

用
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。D

yna 

の
エ
ン
ジ
ン
14
Ｂ
は
、

他
の
車
種 Coaster 
に
も
使
え
る
。H

iA
ce 

の
３
Ｌ
エ
ン
ジ
ン
は

ト
ヨ
タ H

iLux 

に
使
え
る
。Corolla 

の
２
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ヨ

タ
の
ガ
ソ
リ
ン
用
２
Ｅ
エ
ン
ジ
ン
は
、Carina

、Corolla

、H
iA

ce 

の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
も
使
え
る
。
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
の
Ｈ
Ｚ
エ
ン

ジ
ン
は
、
さ
す
が
に
強
力
で
他
車
種
と
の
互
換
性
が
な
く
特
別
で
あ

る
。
２
Ｃ
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
表
記
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
人
販

売
者
は
も
ち
ろ
ん
カ
メ
ル
ー
ン
人
購
入
者
も
知
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
こ
う
し
た
表
記
で
カ
メ
ル
ー
ン
で
売
ら
れ
て
い
る
（
後
述
の
表

２
「
カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
自
動
車
パ
ー
ツ
料
金
」
参
照
）。

ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
買
う
か
ど
う
か
も
、
判
断
が

い
る
。
日
産
を
選
ん
で
エ
ン
ジ
ン
を
買
え
ば
安
い
。
だ
が
、
ガ
ソ
リ

ン
そ
の
も
の
は
高
い
。
ト
ヨ
タ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
は
高

い
。
だ
が
、
そ
の
ガ
ソ
リ
ン
燃
費
は
安
い
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

考
え
て
い
く
か
も
、
判
断
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
環
境
問

題
の
た
め
、
日
本
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
の
生
産
は
二
〜
三
年

後
に
止
ま
る
だ
ろ
う
、
と
こ
の
規
制
の
趨
勢
が
出
る
以
前
に
す
で
に

サ
ミ
ュ
エ
ル
た
ち
は
話
し
て
い
た
。
日
本
の
近
年
の
交
通
規
制
動
向

と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
の
値
段
の
低
下
傾
向
に
つ
い
て
も
、
カ

メ
ル
ー
ン
人
の
中
古
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
注
視
し
て
認
識
し
て
い
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
ま
だ
規
制
さ
れ
な
い
た
め
に
、
し
ば
ら
く
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や
そ
の
エ
ン
ジ
ン
は
売
れ
る
、
と
見
込
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
の
場
合
、
三
ヵ
月
ビ
ザ
の
期
間
の
間
に
、
商
品
と
な

る
中
古
部
品
や
自
動
車
が
ま
だ
目
標
数
集
ま
っ
て
い
な
い
と
き
は
、

い
っ
た
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
て
五
日
間
過
ご
し
、
再
入
国
す
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
日
本
人
と
の
家
族
関
係
を
資
源
と
す

る
関
係
地
で
あ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
カ
メ
ル
ー
ン
の
故
郷
は
、
カ
メ

ル
ー
ン
第
三
の
都
市
バ
メ
ン
ダ
近
く
の
バ
フ
ツ
王
国
だ
が
、
こ
の
バ

フ
ツ
王
国
を
研
究
し
て
い
る
日
本
人
研
究
者
Ｓ
教
授
の
と
こ
ろ
に
居

候
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
Ｓ
教
授
の
妹
氏
一
家
が
当
時

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
在
住
で
、
こ
の
家
族
関
係
を
頼
っ
て
数
日
間
、
日

本
国
の
外
に
出
て
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

三
ヵ
月
の
観
光
ビ
ザ
か
可
能
な
ら
二
ヵ
月
の
業
務
ビ
ザ
を
取
得
し
て

入
国
す
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
コ
ン
テ
ナ
ー
で
、
限
ら
れ
た
空
間
に
搬
入
す
る
の
で
、
こ

の
商
品
の
汎
用
度
と
効
率
性
は
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
二
〇

フ
ィ
ー
ト
・
コ
ン
テ
ナ
ー
だ
と
、
こ
の
荷
を
つ
め
て
搬
入
し
海
上
輸

送
す
る
代
金
が
お
よ
そ
三
〇
万
円
前
後
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
埼
玉
県

春
日
部
近
辺
に
あ
る
カ
メ
ル
ー
ン
人
マ
リ
リ
ン
経
営
の
解
体
・
運
送

業
者
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
ま
で
海
上
輸
送
さ
れ
た
コ
ン
テ

ナ
ー
の
例
を
見
て
み
よ
う
（
表
１
参
照
）。

こ
れ
は
、
二
〇
フ
ィ
ー
ト
・
コ
ン
テ
ナ
ー
に
ど
う
い
う
物
品
を
入

れ
て
輸
送
し
た
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
車
全
体

は
入
れ
ず
、
全
部
パ
ー
ツ
を
入
れ
て
輸
送
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ー

ツ
で
あ
る
だ
け
に
、
一
個
一
個
の
値
段
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。
最
も

高
い
パ
ー
ツ
で
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
の
一
個
六
万
円
で
あ
る
。

最
も
廉
価
な
パ
ー
ツ
は
、
ホ
ー
ン
の
一
個
一
五
〇
円
で
あ
る
。
エ
ン

ジ
ン
、
ア
ク
セ
ル
、
ギ
ア
と
い
っ
た
動
力
に
関
す
る
パ
ー
ツ
が
や
は

り
一
万
円
以
上
の
値
段
が
す
る
。
バ
ン
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ク
・
ア
ブ

ソ
ー
バ
ー
な
ど
一
千
円
に
満
た
な
い
何
百
円
と
い
う
部
品
も
一
一
品

目
あ
る
。
重
さ
で
は
、
や
は
り
エ
ン
ジ
ン
が
重
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

エ
ン
ジ
ン
が
一
個
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
が

一
七
五
〇
キ
ロ
で
あ
る
。
軽
い
方
は
、
イ
グ
ゾ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
六
キ

10 ディーゼルエンジン 60,000 600,0002,000
5 ガソリンエンジン 45,000 255,0001,750

200 リフトスプリング 2,000 400,0001,600
20 ラジエーター 1,500 30,000100
70 フューエルポンプ 800 56,000140
30 ガスポンプ 700 21,00060

20 ライトセット 2,000 40,00040
25 オートファン 1,200 30,00050

5 リアーアクセル 40,000 200,0001,050
3 フロントアクセル 20,000 60,000900

15 ドア 4,000 60,000150
20 アーム 500 10,00040
12 コンプレッサー（エンジン） 1,000 12,00030
11 オルタネーター 400 4,40011
28 ホーン 150 4,2007
32 ジャック 400 12,80016
40 ステアリングラグ 1,000 40,00030
10 プロペラシャフト 1,800 18,00050

100 ショックアブソーバー 750 75,000200
24 イグゾーストネット 250 6,0006
37 イグゾーストポット 500 18,50074
48 ブレーキマスターポンプ 800 38,400148
6 バンパー 500 3,00060
5 ノーズカット 5,000 25,00075
5 ギアボックス 15,000 75,000375

27 カーステレオ 5,000 135,00035
36 ディストリビューター 600 21,6009

844 ヤードでの料金 2,220,9009,006
輸送代金 280,000
合計 2,500,900

量
（個）

中古自動車部品
価格

（円）
金額

（C&F DOUALA）
重量

（kg）

表 1　日本からのコンテナーによる中古自動車部品の輸送
SHIPPED PAR : MAERSK SEALAND
SAILING ON OR ABOUT : 7-NOV-7
FROM : YOKOHAMA,JAPAN　　　　TO : DOUALA,CAMEROON
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ロ
や
、
ホ
ー
ン
七
キ
ロ
、
デ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
九
キ
ロ
な
ど
が
、

一
〇
キ
ロ
を
き
る
軽
さ
で
あ
る
。
だ
が
、
二
七
品
目
の
パ
ー
ツ
を
総

計
す
る
と
、
八
四
四
も
の
ピ
ー
ス
が
一
個
の
コ
ン
テ
ナ
ー
の
な
か
に

入
れ
ら
れ
、
そ
の
総
重
量
は
九
ト
ン
に
上
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
の
バ
ハ
ム
出
身
の
バ
ミ
レ
ケ
人
ダ
ヴ
ィ
が
一
括
注
文

し
た
も
の
で
、
実
際
の
パ
ー
ツ
買
い
付
け
は
日
本
側
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
が

行
っ
た
。
マ
リ
リ
ン
の
夫
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
買
い
付

け
の
最
初
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
へ
の
輸
送
ま
で
す
べ
て
任
せ
る
場
合

と
、
パ
ー
ツ
の
品
質
な
ど
に
直
接
の
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
い
と
い
う

こ
と
か
ら
短
期
に
取
引
人
本
人
や
家
族
な
ど
関
係
者
が
カ
メ
ル
ー
ン

か
ら
や
っ
て
く
る
場
合
と
が
あ
る
。
こ
れ
だ
と
交
通
費
や
滞
在
費
を

浮
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
う
パ
ー
ツ
収
集
に
よ
る
注
文
方
法

を
「
ワ
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
ダ
ヴ
ィ
は
、
長

年
の
日
本
在
住
歴
を
持
ち
日
本
語
も
達
者
で
、
今
日
ま
で
自
ら
何
回

も
日
本
に
来
て
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
経
営
の
マ
リ
リ
ン
と
取
引
を
す
で
に
し

た
り
、
若
い
部
下
や
「
弟
分
」
を
日
本
に
派
遣
し
た
り
し
て
お
り
、

マ
リ
リ
ン
と
は
懇
意
で
信
頼
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ワ

ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
契
約
を
し
や
す
い
と
い
え
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
で

は
自
動
車
の
解
体
や
コ
ン
テ
ナ
ー
へ
の
部
品
搬
入
や
港
へ
の
運
送

を
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
広
い
荷
役
作
業
・
集
積
場
を
ヤ
ー
ド

（yard

）
と
い
う
。
こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
ヤ
ー
ド
で
の
料
金
が
、
パ
ー

ツ
総
計
の
値
段
で
、
二
二
〇
万
九
〇
〇
円
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
メ

ル
ー
ン
ま
で
の
輸
送
代
金
が
二
八
万
円
で＊

４

、
合
計
二
五
〇
万
九
〇
〇

円
を
ダ
ヴ
ィ
は
マ
リ
リ
ン

に
支
払
っ
た
。
ワ
ン
・
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
な
い
場
合
は
、

輸
出
入
関
係
の
ビ
ザ
の
最

長
期
間
で
あ
る
約
二
ヵ
月

の
あ
い
だ
日
本
に
滞
在
し
、

ヤ
ー
ド
に
設
置
さ
れ
て
い

る
簡
易
宿
舎
な
ど
に
住
み

込
ん
で
、
自
ら
日
本
各
地

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
や

解
体
屋
な
ど
を
回
り
パ
ー

ツ
や
中
古
自
動
車
を
買
い

付
け
収
集
す
る
方
法
で
あ
る
。
訪
日
経
験
や
日
本
滞
在
歴
が
ま
だ
長

く
な
い
多
く
の
カ
メ
ル
ー
ン
人
は
、
こ
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
ま

た
、
物
品
の
品
質
確
認
の
た
め
に
も
、
自
ら
全
品
を
確
認
し
て
買
い

付
け
、
自
ら
の
責
任
で
日
本
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
へ
送
り
込
む
。
こ
の

方
法
を
と
る
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
多
い
。

さ
て
、
コ
ン
テ
ナ
ー
が
横
浜
港
な
ど
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
・
ド
ア
ラ

港
に
向
か
う
と
、
お
よ
そ
二
ヵ
月
で
ド
ア
ラ
港
に
到
着
す
る
（
写
真

２
参
照
）。
こ
れ
ら
中
古
自
動
車
や
パ
ー
ツ
を
、
多
く
は
経
済
首
都

と
い
え
る
一
〇
〇
万
都
市
ド
ア
ラ
や
首
都
ヤ
ウ
ン
デ
、
そ
し
て
西
カ

メ
ル
ー
ン
最
大
の
都
市
バ
メ
ン
ダ
な
ど
で
販
売
す
る
の
で
あ
る
。
カ

メ
ル
ー
ン
に
着
い
た
自
動
車
パ
ー
ツ
が
ど
れ
ほ
ど
の
価
格
で
販
売
さ

1G GE 300,000

21 AC Radiators ラジエーター 10,000

1
2C FR  A/T FR オートマティック車 420,000

22 Air filters エアフィルター 4,000

2
2C FF  A/T FF オートマティック車 400,000

23 Antennas アンテナ 10,000

3
2C FF  M/T  New model FF ミッション車　新型 450,000

24 Bonnets ボンネット 25,000

4
2C FF  M/T  Turbo FF ミッション車　ターボ 400,000

25 Booth box ブースボックス 9,000

5
2C FF  Turbo A/T FF ターボ オートマティック車 370,000

26 Booth shock absorbers ブースショックアブソーバー 5,000

6
3A FF M/T FF ミッション車 300,000

27 Brake drums ブレーキドラム 5,000

7
3y Gas A/T 3y ガス　オートマティック車 420,000

28 Carriages car キャリアカー 4,000

8
3y LPG 3y  LP ガス 380,000

29 Car wages カーウェジ 1,500

9
4913 Mitsubishi 4913 ミツビシ（三菱） 400,000

30 Coils コイル 6,000

10
4A FF FF 330,000

31 Compressors コンプレッサー 10, 000

11
4A FF Caburator FF　キャブレター 350,000

32 Cut outs カットアウト 15,000

12
CD17 A/T CD17　オートマティック車 300,000

33 Distributors ディストリビューター 20,000

13
CD20 A/T Turbo CD20　オートマティック車　ターボ 280,000

34 Exhaust nets イグゾーストネット 6,000

14
E/5 E/5 250,000

35 Exhaust pots イグゾーストポット 15,000

15
E/3 M/T E/3　ミッション車 250,000

36 Fan belts ファンベルト 2,000

16
Half blocs naked ネイキッド（ダイハツ） 100,000

37 Floor Carpets フロアーカーペット 1,500

17
LJ 50 Suzuki LJ 50　ズズキ 150,000

38 Grills グリル 15,000

18
RD 2B RD 2B 450,000

39 Jacks Cars ジャックスカー 2,000

19
2C FR ＊/＊ Turbo 2C FR ＊/＊ ターボ X0,000

40 Linings doors ライニングドアー 15,000

20

41 Horns ホーン　警報鈴 2,000
42 Hops back ホップスバック 5,000
43 Hops Front ホップスフロント 10,000

商　品 価格（FCA）

表 2　カメルーンにおける自動車パーツ料金

写真2　ドアラ港コンテナー降ろし場の様子
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寸
前
の
自
動
車
な
ど
を
部
品
に
解
体
す
る
と
一
台
七
千
円
か
か
る
。

労
賃
な
ど
も
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
必
要
経
費
を
勘
案
し
て
、

表
２
の
よ
う
な
売
値
が
は
じ
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

利
益
は
微
小
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
日
（
二
〇
〇
八
年
現

在
）、
カ
メ
ル
ー
ン
国
立
大
学
の
教
授
や
公
務
員
の
月
給
が
三
〇
〇

〜
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
四
〜
五
万
円
）
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

カ
メ
ル
ー
ン
経
済
で
は
、
そ
の
場
を
し
の
い
で
い
く
「
ヤ
リ
ク
リ
」

（
野
元
美
佐
の
い
う
「
デ
ブ
ル
イ
エ
」、
小
川
了
の
い
う
「
デ
ブ
ル
ヤ
ー

ジ
ュ
」＊

６）
の
な
か
に
あ
る
と
は
い
え
、
充
分
に
ひ
と
つ
の
商
売
「
メ

チ
エ
」と
し
て
成
り
立
ち
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る（
写

真
３
参
照
）。

Ⅱ　

カ
メ
ル
ー
ン
の
政
治
社
会
構
造

　

１　

カ
メ
ル
ー
ン
の
現
代
史

　
　
　
　

―
―
カ
メ
ル
ー
ン
連
合
共
和
国
の
成
立

二
〇
世
紀
前
一
八
八
四
年
か
ら
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
一
九
〇
八
年

ま
で
は
、
現
在
カ
メ
ル
ー
ン
が
立
地
し
て
い
る
地
域
は
、
ド
イ
ツ
領

だ
っ
た
。
一
九
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
よ
る
ア

フ
リ
カ
分
割
が
お
こ
り
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が

入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
、
現
在
の
カ
メ
ル
ー
ン
あ
た
り
を
領
有
す

れ
て
い
る
か
、
調
査
し
た
（
表
２
参
照
）。
表
２
は
バ
メ
ン
ダ
の
販

売
店
で
の
料
金
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
単
位
は
カ
メ
ル
ー

ン
の
通
貨
フ
ラ
ン
Ｃ
Ｆ
Ａ
で
、
円
と
の
換
金
率
は
お
よ
そ
一
万
Ｃ
Ｆ

Ａ
＝
二
五
〇
〇
〜
二
千
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
自
動
車
パ
ー
ツ
の
値
段
は
、
ド
ア
ラ
、
ヤ
ウ
ン
デ
、
バ
メ

ン
ダ
な
ど
の
都
市
の
違
い
や
業
者
の
違
い
に
よ
っ
て
さ
ほ
ど
大
き
な

差
は
な
い
。
お
よ
そ
こ
れ
く
ら
い
の
値
段
の
傾
向
に
あ
る
と
見
て
よ

い
。
上
述
し
た
ホ
ー
ン
な
ど
は
、
日
本
で
一
五
〇
円
で
買
い
付
け
た

も
の
が
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
円
相
当
で
売
ら
れ
て
い
る
。
表
の
一
〜

二
〇
番
ま
で
２
Ｃ
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
エ
ン
ジ
ン
で
あ

る
。
ど
う
し
た
車
種
の
エ
ン
ジ
ン
か
を
商
品
名
の
な
か
に
記
し
て
あ

る
。
ス
ズ
キ
や
三
菱
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
ト
ヨ
タ

車
で
あ
る
。
輸
入
主
が
違
う
の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、

カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
差
額
（
利
益
）
の
傾
向
を
見
る
べ
く
、
表
１

の
日
本
で
の
エ
ン
ジ
ン
購
入
値
段
と
比
較
す
る
と
、
四
万
五
千
円
ほ

ど
で
購
入
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
が
、
七
万
〜
一
一
万
円
相
当
ほ
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
は
、
日

本
で
六
〇
〇
円
で
買
い
付
け
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
四
千
〜
五
千
円
で
売

る
。
イ
グ
ゾ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
は
買
い
入
れ
二
五
〇
円
販
売
一
二
〇
〇

〜
一
五
〇
〇
円
、
イ
グ
ゾ
ー
ス
ト
ポ
ッ
ト
は
買
い
入
れ
五
〇
〇
円
、

販
売
二
七
〇
〇
〜
三
千
円
と
、
利
益
率
が
高
い
。
カ
メ
ル
ー
ン
で
は

希
少
な
の
で
あ
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
も
一
千
円
で
買
い
一
万

〜
二
万
五
千
円
で
売
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
（
差
額
）
の
仕
組
み
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
１
、
表
２
比
較
参
照
）。

コ
ン
テ
ナ
ー
に
車
全
体
を
入
れ
る
場
合
は
、
三
台
く
ら
い
入
れ
る

が
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
人
気
が
あ
り
利
益
率
の
高
い H

iLux

（
カ
メ

ル
ー
ン
名 T

oyota 4 Runner

）
な
ど
を
買
い
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
売

る
。
サ
ン
タ
出
身
の
オ
リ
バ
ー
な
ど
は
、H

iLux 

を
越
谷
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン＊

５

で
七
〇
万
円
で
入
札
購
入
し
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
一
八
〇
万

円
（
八
〇
〇
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
で
売
る
。
運
輸
行
政
や
販
売
台
数
や
環
境

規
制
、
そ
し
て
エ
ン
ジ
ン
の
汎
用
度
や
道
路
状
況
、
さ
ら
に
は
流
行

な
ど
も
含
め
た
、
日
本
で
の
流
通
状
況
と
カ
メ
ル
ー
ン
で
の
政
治
・

社
会
・
経
済
状
況
の
落
差
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
仕
組
み

が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
費
が
要
る
。
日
本
で

の
滞
在
費
、
航
空
運
賃
な
ど

を
見
込
む
。
大
き
く
商
売
を

発
展
さ
せ
よ
う
と
思
う
な
ら

購
入
資
金
を
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
金

利
が
カ
メ
ル
ー
ン
の
銀
行
で

は
二
四
％
も
か
か
る
。
日
本

や
カ
メ
ル
ー
ン
の
ヤ
ー
ド
で

作
業
員
を
雇
う
こ
と
も
多

い
。
日
本
の
ヤ
ー
ド
で
廃
棄

る
こ
と
に
な
る
。
一
九
一
一
年
に
は
、
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス
の
権
益
を
ド
イ
ツ
が
認
め
る
か
わ
り
に
、
い
ま
の
カ
メ
ル
ー
ン
の

東
側
・
南
側
に
隣
接
す
る
広
大
な
版
図
を
フ
ラ
ン
ス
領
か
ら
ド
イ
ツ

領
に
変
換
し
、
ド
イ
ツ
領
カ
メ
ル
ー
ン
と
し
て
統
合
し
て
い
る
。
独

仏
の
植
民
地
を
交
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
隣
接
地
を
除
い
た
も
と

の
部
分
を
、
一
九
一
六
〜
六
〇
年
の
間
、
第
一
次
大
戦
中
よ
り
英
仏

が
占
領
し
、
戦
後
、
英
仏
両
国
に
よ
る
分
割
統
治
国
と
な
り
、
独
立

ま
で
続
い
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
東
側
の
八
五
％
ほ
ど
の
フ
ラ
ン

ス
領
、
西
側
の
一
五
％
ほ
ど
の
イ
ギ
リ
ス
領
と
い
う
分
割
統
治
で
あ

る
。
一
九
六
〇
年
、「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
ア

フ
リ
カ
に
多
く
の
独
立
国
が
誕
生
し
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
も
ま
た
、
こ

の
一
九
六
〇
年
、
東
側
の
仏
領
の
み
「
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
」
と
し

て
独
立
し
た
。西
側
の
旧
英
領
の
部
分
は
、「
国
民
」投
票
を
行
っ
て
、

翌
一
九
六
一
年
、
そ
の
南
側
の
半
分
の
み
が
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
に

合
体
し
、「
カ
メ
ル
ー
ン
連
邦
共
和
国
」
と
な
っ
た
。
北
半
分
は
、

カ
メ
ル
ー
ン
の
西
に
隣
接
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
連
邦
す
る
道
を
選

ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
今
日
で
い
う
、「
英
語
圏
」
の
西
カ
メ

ル
ー
ン
、「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
」
の
東
カ
メ
ル
ー
ン
と
い
う
構
造
が
で

き
あ
が
っ
た＊

７

。

こ
う
し
て
、
こ
の
地
の
民
族
間
の
諸
関
係
に
よ
る
論
理
に
内
在
す

る
境
界
性
か
ら
現
在
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
い
う
国
家
の
境
界
が
定
め
ら

れ
た
の
で
は
な
く
、
他
律
的
な
植
民
地
化
の
線
引
き
に
よ
る
枠
組
み

か
ら
解
放
さ
れ
る
形
で
、
他
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

写真3　カメルーンでパーツを売っている中古自動
車業者
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と
同
様
に
、
カ
メ
ル
ー
ン
も
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

カ
メ
ル
ー
ン
を
か
た
ど
る
国
境
線
は
、
民
族
や
言
語
グ
ル
ー
プ
の
分

布
と
関
係
な
く
、
現
実
の
民
族
範
域
を
分
断
す
る
形
で
通
過
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
メ
ル
ー
ン
国
内
に
は
必
然
性
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
六
五
の
民
族
、
数
え
方
に
よ
っ
て
は
二
〇
〇
あ
ま
り
の
民
族

が
、
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
か

ら
独
立
し
た
領
域
と
、
こ
れ
に
翌
六
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を

果
た
し
た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
隣
接
す
る
部
分
を
加
え
た
カ
メ
ル
ー
ン

連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多
様
性
を
ば
ら
ば
ら
の
形
で

は
な
く
統
合
す
る
形
で
一
国
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
求

め
ら
れ
た
。
こ
の
理
念
を
促
進
さ
せ
て
一
九
七
二
年
に
は
連
邦
制
を

廃
止
し
、「
カ
メ
ル
ー
ン
連
合
共
和
国
」
へ
と
統
合
し
た
。
連
邦
か

ら
連
合
へ
と
統
合
性
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、当
時
か
ら
、

多
民
族
や
多
地
域
が
自
己
主
張
を
控
え
て
、
小
異
を
捨
て
て
一
党
制

の
な
か
へ
ま
と
ま
っ
て
カ
メ
ル
ー
ン
国
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
気

概
が
溢
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、U

nion N
ational Cam

érounaise 

の
政
党
で
あ
る
。
三
〇
年
前
の
一
九
七
八
年
な
ど
に
は
、
大
き
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら
れ
、
盲
目
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
歌
手
、
タ
ラ
・
ア

ン
ド
レ
・
マ
リ
ー
が
ラ
ジ
オ
で
「
ユ
ニ
オ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
メ

ル
ネ
ー
ズ
」
の
歌
を
頻
繁
に
歌
っ
て
い
た
。
ま
た
、こ
の
人
気
歌
手
、

タ
ラ
・
ア
ン
ド
レ
・
マ
リ
ー
が
カ
メ
ル
ー
ン
各
都
市
を
回
っ
て
奇
術

シ
ョ
ウ
や
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ョ
ウ
と
と
も
に
興
行
を
行
う
の
だ
が
、
こ

の
と
き
に
も
、「
一
党
制
の
も
と
に
ま
と
ま
っ
て
国
を
造
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ソ
ン
グ
が
歌
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
八
四
年
、
国
名
を
カ
メ
ル
ー
ン
連
合
共
和
国
か
ら
「
カ

メ
ル
ー
ン
共
和
国
」
へ
と
変
換
し
た
。
こ
の
意
味
は
、
押
し
付
け
ら

れ
た
矛
盾
の
な
か
で
も
「
近
代
国
家
」
と
い
う
概
念
を
な
ん
と
か
我

が
物
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
簡
単
に
は
実
現
し
て
い
な
い
、
旧
英

領
と
旧
仏
領
の
統
合
と
い
う
近
代
ま
れ
に
見
る
困
難
な
事
業
を
成
し

遂
げ
て
い
こ
う
と
い
う
高
い
理
念
の
宣
言
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
六
五
の
民
族
や
言
語
グ
ル
ー
プ
も
、
北
部
か
ら
中
部

に
か
け
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
圏
も
南
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
キ

リ
ス
ト
教
文
化
圏
も
、
旧
英
国
植
民
地
の
西
カ
メ
ル
ー
ン
・
ア
ン
グ

ロ
フ
ォ
ン
も
旧
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
東
カ
メ
ル
ー
ン
・
フ
ラ
ン
コ

フ
ォ
ン
も
、
と
も
に
一
党
制
の
も
と
に
ま
と
ま
り
カ
メ
ル
ー
ン
と
い

う
国
を
造
り
育
て
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
一
党
制
に
よ
る
組
閣
で

は
、
必
ず
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
り
が
ち
な
英
語
圏
の
西
カ
メ
ル
ー
ン

か
ら
意
識
的
に
大
臣
を
登
用
し
て
い
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
の
国
立
筆
頭

大
学
と
い
わ
れ
る
ヤ
ウ
ン
デ
大
学
の
副
学
長
（
大
統
領
が
す
べ
て
の

カ
メ
ル
ー
ン
の
国
立
大
学
の
学
長
で
、
副
学
長
が
実
質
的
学
長
職
）
ア

ノ
マ
・
ン
グ
ー
氏
は
、
英
語
圏
サ
ン
タ
の
街
の
出
身
で
あ
る
が
、
か

れ
を
科
学
技
術
庁
長
官
に
登
用
し
た
。
か
れ
が
厚
生
大
臣
と
な
り
そ

の
数
年
の
任
期
を
終
え
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
に
同
じ
く
西
カ

メ
ル
ー
ン
出
身
者
を
据
え
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
大
臣
の
な
か
に
必

ず
西
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
者
を
置
く
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

Bamenda
Market　エドワード

　　　　ピーター
　　　　ゴドフリー
　　　　ジェリー
Hospital Roundabout
　　　　サム
　　　　ジャッキー六本木
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　　　　トリフ

Nigeria
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　マンデー

Bafut
　　サミュエルA
　　ロビン
　　ダニエル
　　オスカーNjaEtou

　ケネス
Nkwen
　　ポリーヌ
　　マリリン
　　アントニー
Mbengui
　　ジュリエット
　　カミラ
　　ヴィンセント
　　ボビー
　　ケント
　　ガブリエル
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Akum

Mamfé
ボブソン

サミュエル
Muea
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Buea
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ジョージ
スティーブン

Bali
　ウォーリー
　エリック
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　ゴッディー
　ステファン
　ウルフ

英語圏
西カメルーン

ティモシー
サミュエル
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ルーカス江東区

Mankon アイザック
　　アポロ
　　ジュリアス
　　ゴドフリー

Santa
　　オリバー

Baham　ダヴィ
Baffoussam
フランシス

Banjoun
　　クレイマン
　　ダンテ

Banganté
　　パスカル
Batié
　　オナシス
　　ポッパーDchang

　ジョナス

Obara
　マチルダ

Yaoundé
Douala
　　エマニュエル
　　エリクソン

チ
ャ
ド
共
和
国

中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国

カメルーン
共和国

首都ヤウンデ

図 2　滞日カメルーン人中古自動車業者の出身地
（作図）和崎 2008。
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省
庁
な
ど
で
使
用
す
る
公
式
書
類
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
と
英
語
表

記
を
併
用
し
て
記
す
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
メ
ル
ー
ン
に

お
い
て
私
た
ち
日
本
人
研
究
者
が
取
得
す
る
調
査
許
可
証
も
、
上
段

に
フ
ラ
ン
ス
語
、
そ
の
下
に
英
語
が
記
さ
れ
、
英
仏
語
二
重
の
文
章

が
続
い
て
い
く
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
に

も
新
し
く
「
後
発
」
と
し
て
加
入
し
、
領
土
も
狭
い
「
小
領
域
」
を

占
め
る
に
す
ぎ
な
い
西
カ
メ
ル
ー
ン
を
も
、
同
等
に
包
み
込
む
国
家

理
念
が
存
在
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
北
側
諸
国
は
、

「
構
造
調
整
」
の
名
の
も
と
に
、
発
展
途
上
国
の
一
党
制
を
許
さ

ず
、
多
党
制
の
導
入
を
貸
付
や
援
助
の
条
件
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
一
九
九
三
年
の
時
点
で
、
七
三
の
政
党
が

登
録
し
て
い
る
。
複
数
政
党
制
に
否
応
な
く
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
基
盤
の
し
っ
か
り
し
て
い
る
勢
力
と
し
て
、
五
つ
の

政
党
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
和
崎 1998

）。
ま
ず
、
カ

メ
ル
ー
ン
国
民
民
主
合
同
（Rassam

blem
ent D

ém
ocratique de 

Peuple Cam
érounais

：
Ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も

支
持
者
が
「
多
い
」
と
い
わ
れ
、
現
在
の
政
権
を
掌
握
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
人
民
民
主
国
民
連
合
（U

nion N
ational D

ém
ocratique 

Populaire

：
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、
カ
メ
ル
ー
ン
人
民
連
合
（U

nion 
Populaire Cam

érounais

：
Ｕ
Ｐ
Ｃ
）、
カ
メ
ル
ー
ン
民
主
連
合

（U
nion D

ém
ocratique de Cam

éroun

：
Ｕ
Ｄ
Ｃ
）、
社
会
民
主
戦

線
（Social D

em
ocratic Front

：
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
の
四
つ
を
含
め
た
五

大
政
党
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
米
欧
の
北
側
諸
国
が
、
構
造
調
整
に
よ
る
経
済
援
助

の
条
件
と
し
て
、
政
治
上
の
「
平
等
」
や
「
公
平
な
競
争
」
を
求
め

た
の
だ
が
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
見
れ
ば
、
実
態
は
「
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
」
と
す
る
大
団
結
に
対
す
る
分
断
の
性
格
が

強
い
。
少
な
く
と
も
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
は
そ
う
感
じ
ら
れ
て
い
る

部
分
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
政
治
理
念
に
よ
る
結
び
つ
き
に
よ
っ

て
、
い
く
つ
も
の
政
党
が
出
て
き
た
と
い
う
よ
り
、
地
域
的
な
ま
と

ま
り
、
つ
ま
り
言
語
・
宗
教
・
文
化
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
共
通
性
や
同

一
性
を
基
盤
に
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
た
側
面
が
強
い
。
も
と

よ
り
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
ぐ
に
北
側
社
会
が
い
う
よ
う
な

「
平
等
」
や
「
公
平
」
や
「
自
由
競
争
」
な
ど
、
ま
た
違
っ
た
普
遍

性
の
形
で
社
会
を
組
織
し
て
い
た
ア
フ
リ
カ
民
俗
社
会
に
、
あ
る
べ

く
も
な
か
っ
た
。
北
側
資
本
の
論
理
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
側
面
が
強

い
。
す
な
わ
ち
、
現
政
権
を
担
っ
て
い
る
Ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
カ
メ
ル
ー
ン

国
民
民
主
合
同
）
は
、
権
力
を
保
有
す
る
だ
け
に
、
各
地
の
民
族
的

な
諸
チ
ー
フ
ダ
ム
の
首
長
や
諸
王
国
の
王
を
、か
れ
ら
の「
本
心
の
」

主
張
に
関
係
な
く
現
政
権
の
支
持
者
に
統
合
し
て
き
た
。
ま
た
権
力

に
擦
り
寄
ら
ざ
る
を
え
な
い
伝
統
首
長
が
多
か
っ
た
し
、
現
在
も
多

い
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
、
権
力
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
形
で
地
域
を
越
え
て
い
く

動
き
、
さ
ら
に
、
最
近
で
は
Ｕ
Ｄ
Ｃ
（
カ
メ
ル
ー
ン
民
主
連
合
）
の

党
首
な
ど
そ
の
政
治
上
の
高
潔
性
に
賛
意
が
集
ま
っ
て
地
域
を
越
え

て
い
く
動
き
な
ど
が
あ
り
、こ
れ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、

政
党
に
お
け
る
地
域
的
な
ま
と
ま
り
や
基
盤
と
い
う
こ
と
で
は
、
一

定
の
特
色
が
あ
る
。つ
ま
り
、Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
人
民
民
主
国
民
連
合
）
は
、

主
に
北
部
カ
メ
ル
ー
ン
を
基
盤
と
し
、
こ
こ
で
の
住
民
は
イ
ス
ラ
ー

ム
を
奉
じ
る
モ
ス
レ
ム
が
大
多
数
を
占
め
る
と
い
う
特
色
を
持
つ
。

Ｕ
Ｄ
Ｃ
（
カ
メ
ル
ー
ン
民
主
連
合
）
は
、
伝
統
王
族
マ
ン
ガ
一
族
を

基
礎
と
す
る
ド
ア
ラ
地
域
文
化
を
包
含
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
拠
点

と
し
て
発
達
し
た
「
歴
史
性
の
薄
い
現
在
の
首
都
ヤ
ウ
ン
デ
な
ど
と

は
違
う
」、
伝
統
的
な
一
〇
〇
万
南
部
大
都
市
ド
ア
ラ
近
辺
を
基
盤

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
植
民
拠
点
ヤ
ウ
ン
デ
を
中
心
に
南
部

カ
メ
ル
ー
ン
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
が
、
現
政
権
を
握
る
Ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
カ
メ
ル
ー
ン
国
民
民
主
合
同
）
で
あ
る
。
Ｕ
Ｄ
Ｃ
（
カ
メ
ル
ー
ン
民

主
連
合
）
は
、
ヌ
ン
県
（
旧
バ
ム
ン
県
）
を
中
心
と
し
た
西
部
州
を

基
盤
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｆ
（
社
会
民
主
戦
線
）
は
、
主
に
英
語
圏

の
西
カ
メ
ル
ー
ン
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
他
の
四
大
政
党
が
フ
ラ

ン
ス
語
表
記
な
の
に
対
し
て
、
こ
の
社
会
民
主
戦
線
だ
け
が Social 

D
em

ocratic Front 

と
い
う
よ
う
に
英
語
表
記
で
あ
る
。

現
代
の
カ
メ
ル
ー
ン
政
治
状
況
を
、
一
九
九
六
年
の
六
月
に
施
行

さ
れ
た
国
民
議
会
選
挙
に
見
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
、
た
と
え
ば
西

部
州
ヌ
ン
県
出
身
で
バ
ム
ン
人
ア
ブ
バ
カ
ー
は
、
大
都
市
の
ド
ア
ラ

に
出
て
き
て
生
活
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
投
票
所
に
行
く
と
、
選
挙

権
が
あ
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
。
投
票
所
を
管
理
す

る
役
人
が
投
票
者
の
カ
ル
ト
・
イ
ダ
ン
テ
ィ
テ
（
身
分
証
明
書
）
を

検
査
し
原
簿
と
照
合
し
て
投
票
を
許
可
す
る
。
こ
の
と
き
、
名
前
を

見
る
だ
け
で
、
そ
の
投
票
者
が
何
県
出
身
で
ど
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
出
身
か
は
、す
ぐ
分
か
る
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
と
つ
い
て
い
れ
ば
、

ま
ず
カ
メ
ル
ー
ン
北
部
か
西
部
州
ヌ
ン
県
の
出
身
と
見
て
大
き
な
間

違
い
は
な
い
。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ベ
ッ
コ
ム
と
つ
い
て
い
れ
ば
バ
ム
ン

人
で
あ
り
「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
に
入
れ
そ
う
だ
」
と
か
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ガ
ル

バ
と
つ
い
て
い
れ
ば
北
カ
メ
ル
ー
ン
の
ハ
ウ
サ
・
フ
ル
ベ
人
社
会
出

身
で
「
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
に
入
れ
そ
う
だ
」
と
読
む
の
で
あ
る
。
ン
グ
ー
と

い
う
名
前
な
ら
西
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
者
で
あ
る
。
現
政
府
Ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｃ

に
有
利
に
こ
と
を
運
ぼ
う
と
す
る
選
挙
役
人
な
ら
、
身
分
証
明
書
が

不
正
に
作
ら
れ
て
い
る
だ
の
、
納
税
証
明
が
な
い
だ
の
、
原
簿
と
合

致
し
な
い
だ
の
、
住
所
登
録
が
未
完
だ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ

け
て
、
こ
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
投
票
を
許
可
し
な
い
。
実
際
、
選
挙
を

管
轄
す
る
役
人
は
、「
現
政
府
寄
り
が
多
い
」
と
人
々
は
い
う
。
こ

う
し
て
、
ア
ブ
バ
カ
ー
は
投
票
を
拒
絶
さ
れ
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
に
は

二
大
都
市
が
あ
る
。
一
〇
〇
万
都
市
は
、「
経
済
首
都
」
と
い
わ
れ

る
ド
ア
ラ
と
現
首
都
の
ヤ
ウ
ン
デ
で
あ
る
。
ヤ
ウ
ン
デ
で
も
同
じ
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
在
ヤ
ウ
ン
デ
日
本
国
大
使
館
に
勤
め
る
五
人

の
カ
メ
ル
ー
ン
人
は
、
外
国
公
館
勤
務
と
い
う
確
か
な
身
元
保
証
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
三
人
ま
で
が
、
投
票
を
拒
否
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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現
代
カ
メ
ル
ー
ン
政
治
状
況
の
も
と
で
の

　
　

滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
心
意

上
の
第
Ⅱ
章
１
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
選
挙
に
お
け
る
投
票
拒
否

の
経
験
を
語
る
中
古
自
動
車
業
に
携
わ
る
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
に
、

埼
玉
に
あ
る
カ
メ
ル
ー
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
よ
く
出
く
わ
す
。
自
分

自
身
が
拒
否
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
者
、
自
分
の
家
族
が
拒
否
さ
れ
た

者
、
友
人
の
体
験
を
自
分
の
体
験
の
よ
う
に
熱
い
感
情
を
も
っ
て
語

る
者
と
い
る
。
こ
こ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
過
剰
な
反
応
や
噂
の
流
布

に
よ
る
話
の
過
剰
展
開
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

だ
が
、
大
多
数
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
語
圏
社
会
か
ら
何
か
と
言
語
使

用
上
の
揶
揄
や
排
斥
を
食
ら
っ
た
経
験
を
持
つ
西
カ
メ
ル
ー
ン
出
身

者
が
多
い
。
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
業
者
の
ア
ポ
ロ
は
、
西
カ
メ
ル
ー

ン
の
マ
ン
コ
ン
首
長
社
会
の
出
身
だ
が
、
か
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
が

「
下
手
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
、
あ
え
て
で

き
な
い
、
上
手
で
な
い
、
と
い
う
形
で
商
談
を
有
利
に
運
ぶ
こ
と
が

あ
る
と
語
る
。
リ
セ
・
ビ
ラ
ン
グ
（Lycée Bilangue

）
の
二
重
言

語
学
校
で
学
ぶ
の
は
、
西
カ
メ
ル
ー
ン
の
生
徒
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ

で
学
べ
る
の
は
、
西
カ
メ
ル
ー
ン
の
大
多
数
の
庶
民
す
べ
て
で
は
な

く
、
選
ば
れ
た
少
数
者
で
あ
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
一
〇
〇
万

都
市
ド
ア
ラ
も
首
都
ヤ
ウ
ン
デ
も
フ
ラ
ン
ス
語
圏
東
カ
メ
ル
ー
ン
に

位
置
し
、
多
く
の
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
が
こ
こ
に
収
斂
し
て

い
る
。
ま
た W

est Cam
eroon

（
西
カ
メ
ル
ー
ン
）
と
英
語
で
い

え
ば
、
意
味
を
持
つ
が
、「
東
カ
メ
ル
ー
ン
」
と
は
実
は
ほ
と
ん
ど

い
わ
な
い
。
聞
か
な
い
。
分
析
上
の
用
語
で
し
か
な
い
。
カ
メ
ル
ー

ン
の
東
側
部
分
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
カ
メ
ル
ー
ン
は
、
と
く
に
注
釈

の
要
ら
な
い
、
徴
づ
け
る
必
要
の
な
い
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、西
カ
メ
ル
ー
ン
は
徴
づ
け
ら
れ
る
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

西
カ
メ
ル
ー
ン
の
最
大
の
中
心
都
市
バ
メ
ン
ダ
に
お
け
る
道
路
の
補

修
は
進
ま
ず
、
ン
ク
ウ
ェ
ン
の
市
場
あ
た
り
の
道
路
は
デ
コ
ボ
コ
で

雨
が
降
る
と
道
か
ら
水
が
吹
き
出
る
と
き
も
あ
る
。
飛
行
場
の
建
設

も
遅
れ
に
遅
れ
た
。
何
か
と
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
、
と
感
じ
て
い

る
西
カ
メ
ル
ー
ン
人
は
多
い
。
唯
ひ
と
つ
の
英
語
読
み
政
党 Social 

D
em

ocratic Front

（
社
会
民
主
戦
線
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
の
党
首
フ
ル
・

ン
デ
は
、
大
統
領
選
や
国
会
選
挙
の
た
び
に
、
現
大
統
領
の
対
立
候

補
と
さ
れ
、
軍
隊
・
機
動
隊
に
よ
る
自
宅
幽
閉
を
何
度
も
受
け
て
い

る
。
選
挙
の
た
び
に
、「
緊
張
が
走
っ
て
い
る
」「
騒
ぎ
が
起
こ
っ
て

い
る
」
と
首
都
ヤ
ウ
ン
デ
の
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
る
の

は
、
ま
ず
他
の
ど
の
地
域
で
も
な
い
、
こ
の
西
カ
メ
ル
ー
ン
で
あ
る
。

西
カ
メ
ル
ー
ン
の
最
大
都
市
バ
メ
ン
ダ
に
は
、
他
の
地
方
都
市
に
は

な
い
機
動
隊
精
鋭
部
隊
の
駐
屯
基
地
が
あ
り
政
情
混
乱
へ
の
に
ら
み

を
利
か
せ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
二
月
に
春
日
部
近
辺
の
カ
メ
ル
ー
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン 

A
fro W

ave 

で
行
わ
れ
た
在
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
協
会
年
次
総
会
で

は
、
規
約
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
が

噴
出
し
、
英
語
で
も
書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
日
本
に
い
る
カ

メ
ル
ー
ン
人
は
こ
ん
な
に
ア
ン
グ
ロ
フ
ォ
ン
の
ほ
う
が
多
い
の
に
」

と
会
員
は
語
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
検
証
し
て
み
よ
う
（
図
２
参
照
）。

図
２
は
、
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
業
者
の
出
身

地
を
示
す
図
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
筆
者
が
出
会
っ
た
中
古
自
動
車

業
に
携
わ
る
、
在
日
、
滞
日
の
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
カ
メ
ル
ー
ン
の
ど

の
都
市
、
村
出
身
な
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
在
日
の
ヤ
ー
ド
経
営
者
か
ら
、
カ
メ

ル
ー
ン
〜
日
本
の
往
復
を
繰
り
返
す
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
業
者
、
そ

し
て
、
自
動
車
解
体
や
コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
わ
る
荷
役
や
搬
入
・
搬
出

作
業
を
行
う
単
純
な
労
働
者
ま
で
、
こ
の
業
界
に
生
き
る
多
様
な
カ

メ
ル
ー
ン
人
の
出
身
地
を
地
図
上
に
列
挙
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い

る
。
こ
の
ド
ッ
ト
・
マ
ッ
プ
の
分
布
を
見
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
、

英
語
圏
の
西
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
く
日
本
に
来
て
い

る
こ
と
が
歴
然
と
判
る
。
こ
の
分
析
は
、
筆
者
が
カ
メ
ル
ー
ン
・
レ

ス
ト
ラ
ン A

fro W
ave 

で
出
会
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
出
身
地
分

析
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り A

fro W
ave 

で
出
会
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン

人
の
出
身
地
は
、
食
堂
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
や
学
生
や
工
場
勤
務
な
ど
、

自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
が
、
サ
ン
タ
、
マ

ン
コ
ン
、
バ
フ
ツ
、
バ
リ
、
ブ
エ
ン
グ
イ
、
ジ
ャ
ー
・
エ
ト
ゥ
、
ブ

エ
ア
、
ム
ニ
ャ
、
リ
ン
ベ
と
、
や
は
り
英
語
圏
西
カ
メ
ル
ー
ン
の
町

や
村
の
名
前
が
多
く
並
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
潜
在
的
に
、
心
理

的
に
も
被
抑
圧
の
も
と
に
あ
り
、
利
の
回
っ
て
こ
な
い
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
テ
ー
ト
の
枠
組
み
を
一
挙
に
打
ち
出
て
、
よ
り
恵
ま
れ
た
条

件
の
も
と
に
出
よ
う
と
す
る
西
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
者
の
行
動
を
、
大

き
な
政
治
社
会
構
造
か
ら
理
由
づ
け
る
こ
と
に
、
大
き
な
間
違
い
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
カ
メ
ル
ー
ン
内
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
状
況
が
英
語
圏

西
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
越
境
の
意
志
を
よ
り
強
く
後
押
し
し
て
い
る
と

捉
え
ら
れ
る
。

む
す
び

最
初
の
Ⅰ
章
で
は
、
日
本
の
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
市
場
と
カ
メ

ル
ー
ン
の
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
市
場
と
を
結
ぶ
、
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン

人
商
人
の
、
日
本
〜
カ
メ
ル
ー
ン
両
市
場
の
趨
勢
と
両
社
会
の
特
質

を
見
き
わ
め
て
購
入
・
販
売
し
て
い
く
、
そ
の
商
人
・
企
業
家
と
し

て
の
執
着
性
を
持
っ
た
行
動
・
生
き
方
を
記
述
し
た
。
こ
こ
で
は
、

商
売
上
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
シ
ブ
ト
ク
日
本
社
会
に
入
り

込
み
根
づ
い
て
い
る
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
存
在
と
活
動
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
日
本
に
常
駐
し
て
「
在
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
」
と
し
て
ヤ
ー

ド
を
経
営
し
て
い
る
マ
リ
リ
ン
夫
妻
が
い
る
。
日
本
人
と
結
婚
し
た

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
よ
う
な
ヤ
ー
ド
経
営
者
も
い
る
。
ゴ
ッ
デ
ィ
ー
の
よ

う
に
ヤ
ー
ド
経
営
者
と
し
て
日
本
語
で
「
シ
ャ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
夫
人
を
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
呼
び
寄
せ
た
在
日

カ
メ
ル
ー
ン
人
も
い
る
。
こ
れ
に
、
多
く
の
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
業

の
輸
出
入
で
稼
ぐ
カ
メ
ル
ー
ン
在
住
の
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
た
ち
が
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や
っ
て
き
て
い
る
。
車
全
体
に
せ
よ
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
パ
ー
ツ
に
せ

よ
、
何
を
ど
う
買
い
何
を
ど
う
売
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
売
り
買
い

の
落
差
も
、
ト
ヨ
タ
・
エ
ン
ジ
ン
な
ど
目
玉
商
品
を
選
択
し
た
後
、

日
本
〜
カ
メ
ル
ー
ン
間
の
明
確
な
差
額
と
し
て
提
示
し
た
。
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
と
日
本
を

跨
ぎ
つ
な
い
で
「
間
（
は
ざ
ま
）」
を
生
き
て
い
く
術
で
あ
る
。
ま

た
、
途
中
の
よ
り
詳
細
な
プ
ロ
セ
ス
分
析
を
加
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
日
本
に
お
け
る
中
古
自
動
車
パ
ー
ツ
の
買
い
付
け
か
ら
、

カ
メ
ル
ー
ン
へ
の
海
上
輸
送
、
そ
し
て
カ
メ
ル
ー
ン
で
の
中
古
自
動

車
パ
ー
ツ
の
販
売
に
い
た
る
ま
で
の
、
基
本
的
な
流
れ
と
枠
組
み
は

提
示
で
き
た
。
さ
ら
に
、
ヤ
ー
ド
で
の
作
業
に
働
く
に
も
そ
の
職
を

求
め
て
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
で
は
、
自

動
車
の
解
体
や
搬
入
、
運
搬
、
荷
役
の
労
働
に
一
日
約
一
万
円
の
日

当
を
だ
す
。
こ
の
単
純
労
働
を
す
る
の
も
、
千
葉
、
埼
玉
に
住
む
カ

メ
ル
ー
ン
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
彼
女
ら
が
土
日
曜
に
ア
フ
リ
カ
料

理
や
カ
メ
ル
ー
ン
料
理
を
食
べ
に
行
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
カ
メ

ル
ー
ン
の
家
族
と
連
絡
し
合
い
、
ま
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
仲
間
と
カ
メ

ル
ー
ン
音
楽
の
フ
リ
ッ
プ
を
見
て
く
つ
ろ
ぐ
の
も
、
埼
玉
や
東
京
に

あ
る
カ
メ
ル
ー
ン
料
理
店
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
中
古
自
動
車
業
の

同
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
や
工
場
勤
務
の
カ
メ
ル
ー
ン
人
も
集

ま
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
「
普
通
の
」
カ
メ
ル
ー
ン
人
や
ア
フ
リ
カ

人
が
多
数
、
日
本
に
押
し
寄
せ
浸
透
し
て
き
て
い
る
時
代
で
あ
る
こ

と
が
、
こ
こ
か
ら
判
る
の
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
が
日
本
に
「
浸
み
込

む
」
時
代
な
の
で
あ
る
。

次
に
Ⅱ
章
で
は
、
現
在
の
カ
メ
ル
ー
ン
地
域
一
帯
を
め
ぐ
る
独
英

仏
に
よ
る
植
民
地
分
割
か
ら
独
立
、
そ
し
て
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
設

立
ま
で
の
歴
史
を
大
き
な
政
治
構
造
史
と
し
て
追
跡
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
独
立
時
か
ら
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
設
立
ま
で
の
一
党
体

制
に
よ
る
挙
国
一
致
の
体
制
の
な
か
で
は
、
ま
が
り
な
り
に
も
、
カ

メ
ル
ー
ン
連
邦
共
和
国
に
新
た
に
参
入
し
た
歴
史
的
後
発
地
域
に

も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
効
い
て
い
た
。
一
党
制

の
と
き
に
は
、
必
ず
、
旧
英
国
植
民
地
の
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
大
臣

が
輩
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
米
欧
の
援
助
圧
力
に
よ

る
構
造
調
整
が
働
い
て
か
ら
は
、
多
党
制
に
よ
る
「
公
平
な
競
争
」

と
な
り
、
む
し
ろ
西
カ
メ
ル
ー
ン
の
政
治
勢
力
は
中
央
か
ら
「
敵
対

視
」
さ
れ
、
疎
ま
れ
て
き
た
。
必
ず
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
大
臣
を
登

用
す
る
と
い
う
よ
う
な
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
影
を

潜
め
た
。
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
の
民
衆
の
発
言
に
、
多
大
な
軍
事
的

圧
力
さ
え
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
心
理
的

に
も
政
治
的
に
も
閉
塞
し
た
西
カ
メ
ル
ー
ン
の
人
た
ち
が
、
た
く
さ

ん
日
本
に
経
済
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

語
圏
カ
メ
ル
ー
ン
か
英
語
圏
の
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
、
ど
ち
ら
が
日
本

に
来
て
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
に
賭
け
て
い
る
か
は
、
歴
然
と
し
た
数
の

差
と
な
っ
て
西
カ
メ
ル
ー
ン
人
に
顕
著
に
表
面
化
し
た
。
大
き
な
カ

メ
ル
ー
ン
国
家
政
治
構
造
あ
る
い
は
カ
メ
ル
ー
ン
現
代
史
と
、
カ
メ

ル
ー
ン
民
衆
の
日
本
を
舞
台
に
し
た
個
々
の
生
き
抜
き
戦
略
と
は
、

大
構
造
に
随
伴
し
た
小
行
動
と
な
っ
て
相
互
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

西
カ
メ
ル
ー
ン
の
政
治
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
状
況
が
、
海
外
に
展
開
す

る
西
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
行
動
力
を
押
し
上
げ
て
い
る
ひ
と
つ
の
要
因

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
れ
で
も
課
題
は
残
る
。
こ
の
一
要
因
だ
け
で
滞
日
カ
メ

ル
ー
ン
人
の
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
を
め
ぐ
る
活
発
な
活
動
を
説
明
し
き

れ
な
い
。
カ
メ
ル
ー
ン
国
内
で
、
南
部
キ
リ
ス
ト
教
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

社
会
か
ら
同
じ
く
阻
害
さ
れ
が
ち
な
北
カ
メ
ル
ー
ン
の
イ
ス
ラ
ー

ム
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
地
域
か
ら
な
ぜ
来
日
人
口
が
少
な
い
の
か
。
あ

る
い
は
、
北
カ
メ
ル
ー
ン
人
が
フ
ラ
ン
ス
語
使
用
者
だ
か
ら
、
日
本

に
馴
染
め
な
い
の
か
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
Ａ
氏
と
い
う
偶
然
に
も
日
本
社

会
と
強
く
大
き
な
接
点
を
持
っ
た
人
物
が
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
出
た

か
ら
、
チ
ェ
ー
ン
・
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
そ
の
車
情
報

と
刺
激
を
得
て
、
西
カ
メ
ル
ー
ン
か
ら
次
々
と
人
が
や
っ
て
き
た
と

い
う
要
因
も
捨
て
き
れ
な
い
。
も
と
よ
り
、バ
ミ
レ
ケ
人
の
よ
う
に
、

西
カ
メ
ル
ー
ン
人
、
そ
れ
を
民
族
的
に
い
え
ば
テ
ィ
カ
ー
ル
人
諸
グ

ル
ー
プ
は
、「
商
業
の
民
」
だ
と
い
う
よ
う
な
民
族
的
説
明
が
あ
て

は
ま
る
の
か
ど
う
か
。
多
く
の
複
合
的
な
要
因
や
理
由
や
条
件
を
つ

め
て
分
析
・
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
研
究
の
課
題

で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
本
論
で
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
な
か
で
も

心
理
的
に「
最
も
周
辺
的
」で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
ア
フ
リ
カ
人
の
、

そ
の
な
か
で
も
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
日
本
と
初
期
に
接
触
を

持
っ
て
情
報
が
入
っ
て
き
た
東
ア
フ
リ
カ
人
で
は
な
く
、
ま
た
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
人
、
ガ
ー
ナ
人
の
よ
う
に
い
ま
多
大
な
人
口
が
来
日
し
て

い
る
ア
フ
リ
カ
人
で
も
な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
な
か
で
も
情
報
が
少
な

く
周
辺
的
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
で
さ
え
、
こ

う
し
て
日
本
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
考
察
し
て
掘
り
下
げ
、
そ
こ
か

ら
自
ら
の
利
益
に
結
び
つ
け
て
ア
フ
リ
カ
と
日
本
を
繋
い
で
い
こ
う

と
す
る
よ
う
な
、
ア
フ
リ
カ
人
の
積
極
的
な
日
本
へ
の
浸
透＊

８

が
、
中

古
自
動
車
パ
ー
ツ
業
を
め
ぐ
っ
て
、
深
く
し
か
も
多
大
に
存
在
し
進

行
し
て
い
る
こ
と＊

９

が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
滞
日
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
動
態
は
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
や
多
文
化
主
義
や
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
既
存
の
科

学
言
説
に
は
け
っ
し
て
包
摂
さ
れ
な
い＊＊

＊

、
ナ
マ
で
ジ
カ
の
越
境
的
生

き
っ
ぷ
り
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
よ
り
強
く
確
認
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

◉
注

＊
１　

筆
者
と
田
渕
六
郎
は
、
来
日
し
た
カ
メ
ル
ー
ン
人
の
母
村
の
家
族

状
況
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
、
か
れ
ら
の
家
族
・
親
族
の
経
済
力
が

特
権
階
級
的
で
あ
る
の
で
は
な
く
、「
民
衆
的
な
普
通
の
経
済
力
」
に

よ
り
つ
つ
も
来
日
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
（
和
崎
・
田
渕 

2007

）。

＊
２　

和
崎
春
日
編
『
来
住
ア
フ
リ
カ
人
の
相
互
扶
助
と
日
本
人
と
の
共

生
に
関
す
る
都
市
人
類
学
的
研
究
』（
和
崎 2008

）
を
著
し
、「
世
界
を

又
に
駆
け
る
ア
フ
リ
カ
人
」「
在
日
人
口
第
一
位
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
と
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第
二
位
ガ
ー
ナ
人
」「
日
本
で
活
躍
す
る
ア
フ
リ
カ
人
芸
能
者
」「
在
日

ア
フ
リ
カ
人
の
宗
教
拠
点
―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
・
モ
ス
ク
と
キ
リ
ス
ト
教

会
」「
大
都
市
で
の
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
動
態
―
―
六
本
木
と
栄
」「
日

本
で
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
＝
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
六
つ
の

柱
で
、一
一
本
の
論
考
が
来
住
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
動
態
の
考
察
を
行
っ

て
い
る
。

＊
３　

在
日
・
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
た
ち
は
、
お
互
い
の
親
睦
と
緊
急
時

の
相
互
扶
助
の
た
め
に
、
在
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
協
会
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｊ
Ａ
を

設
立
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
っ
て
い
る
（
く
わ
し
く
は
、
和
崎 

2008

）。

＊
４　

コ
ン
テ
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
六
〇
〜
七
〇
万
円
の
コ
ン
テ
ナ
ー
輸

送
代
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
。
輸
送
地
は
カ
メ
ル
ー
ン
の
場
合
ド
ア
ラ

港
だ
が
、
こ
こ
で
親
族
が
待
機
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
親
族
の
配
置

は
、
カ
メ
ル
ー
ン
国
内
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
バ
リ
出
身
の
エ
リ
ッ
ク

の
場
合
、
自
ら
は
ベ
ル
ギ
ー
に
住
み
日
本
に
買
い
入
れ
に
来
て
、
弟
が

ド
ア
ラ
に
い
て
荷
の
到
着
を
待
つ
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
親
族
配
置
に
つ
い
て
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
場
合
も
同
じ
で
よ

り
進
ん
だ
形
態
で
あ
る
こ
と
が
工
藤
正
子
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る（
工

藤 2008: 207-241

）。

＊
５　

筆
者
が
滞
日
カ
メ
ル
ー
ン
人
業
者
と
と
も
に
参
加
し
た
越
谷
と
蕨

の
中
古
自
動
車
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
車
に
対

し
て
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
っ
て
最
高
値
段
を
出
せ
ば
、
そ
の
車
を
落
札
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
プ
レ
情
報
と
し
て
分
厚
い
販
売
予

定
の
車
資
料
集
が
、
駅
か
ら
会
場
に
向
か
う
小
型
バ
ス
の
な
か
で
無
料

で
配
ら
れ
て
い
た
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
自
体
の
仕
組
み
は
、
福
田
友
子
が

報
告
し
て
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
人
か
ら
見
た
光
景
と
も
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
ま
っ
た
く
変
わ
り
が
な
い
（
福
田 2007

）。

＊
６　

野
元
（2005: 139

）。
小
川
了
は
「
切
り
抜
け
に
切
り
抜
け
を
重

ね
て
生
き
る
ほ
か
は
な
い
、そ
れ
が
デ
ブ
ル
ヤ
ー
ジ
ュ
の
本
義
で
あ
る
」

と
論
じ
て
い
る
（
小
川 1998: 270

）。

＊
７　

図
表
を
交
え
た
わ
か
り
や
す
い
カ
メ
ル
ー
ン
現
代
史
に
つ
い
て

は
、
河
合
（1984

）
を
参
照
。

＊
８　

小
倉
充
夫
は
、
国
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
も
と
に
外
国
人
労
働

者
と
い
う
形
で
、
不
自
由
な
賃
労
働
を
作
り
出
し
、
潜
在
的
機
能
と
し

て
「
不
法
就
労
者
」
を
も
生
み
出
し
も
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た

国
家
の
制
約
的
機
能
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
動
す
る
労
働
者
が
国
内
移
動

と
国
際
移
動
の
差
を
縮
め
さ
せ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
、
と
い
う
論

を
展
開
し
て
い
る
（
小
倉 1997: 10-11

）。
そ
の
論
に
筆
者
の
調
査
実

態
も
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊
９　

諸
外
国
や
異
文
化
か
ら
い
ろ
ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
形
で
日
本
に

や
っ
て
く
る
。
す
る
と
、
日
本
社
会
で
も
ま
た
違
っ
た
集
団
範
疇
が
現

れ
て
く
る
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
と
は
異
な
る
人
間
認
識
の
ひ
と
つ
の
展

開
の
可
能
性
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
人
を
受
け
入
れ
る
日
本
社
会
の
ほ
う

で
、「
ト
ヨ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
文
化
・
集
団
範
疇
が
生
じ
て
い
る

（
松
宮
他 2008

）。
か
つ
て
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
主
張
さ
れ
だ
し
た
三
〇
年

前
、
む
し
ろ
世
界
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や M

itsubishi 

や Panasonic 

や
Ｊ
Ｖ
Ｃ

や H
onda

、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
と
い
っ
た
集
団
や
会
社
に
帰
属
す
る
人
間
範
疇
が

意
味
を
持
ち
始
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
日
、
具
体
的
な
豊

田
市
と
い
う
ト
ポ
ス
で
企
業
を
中
心
に
し
た
派
生
で
は
あ
っ
て
も
、
新

た
な
集
団
類
型
と
し
て
こ
れ
が
生
じ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
人
で
も
ト
ヨ

タ
マ
ン
に
な
れ
ば
い
い
の
だ
。
実
際
、
名
古
屋
で
出
会
う
ア
フ
リ
カ
人

た
ち
は
、
自
分
を
信
用
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
世
界
大
ブ
ラ
ン
ド

へ
の
帰
属
を
主
張
す
る
。
名
古
屋
の
堀
田
地
区
に
た
く
さ
ん
あ
る
下
請

工
場
の
ひ
と
つ
で
検
査
作
業
を
行
う
イ
ボ
青
年
も
そ
う
主
張
す
る
。
さ

ら
に
、
豊
田
市
の
駅
前
「
あ
か
の
れ
ん
」
で
酒
飲
む
ア
フ
リ
カ
人
た
ち

と
は
な
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
ト
ヨ
タ
・
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
、

自
負
が
、
堂
々
と
悠
然
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
豊
田
市
と
い
う
よ
り
、

ト
ヨ
タ
市
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
既
製
の
集
団
範
疇
の
概
念
を
相

対
化
す
る
急
進
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
ト
ヨ
テ
ィ
ズ
ム
の
よ
う
な
考
え

方
を
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
関
連
さ
て
解
釈
し
よ
う
と

い
う
ス
タ
ン
ス
も
認
め
ら
れ
る
。

＊
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こ
う
し
た
滞
日
外
国
人
の
生
き
方
は
、
滞
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
も

見
ら
れ
る
こ
と
を
永
田
貴
聖
は
論
じ
て
い
る
（
永
田 2007: 116-130

）。
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